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縦
富
叡
越
標
口
　
　
大
革
村
日
曾
利
奪
坂
折
衛
の
養
子
、
斜́
道
及
兵
學
を
父

及
高
速
藩
士
今
井
氏
１１
學
び
、
武
士
風
の
摯
養
を
受
け
すこ
。
明
治
維
新
の
時
「

鴨
紳
衛
除
ｌ■
出
仕
の
こ
ご
に
決
定
し
、
命
令
次
第
出
犠
し
得
ら
れ
る
様
用
意
を

整
へ
て
得
つ
て
ゐ
た
が
、
紳
衛
隊
解
散
さ
な
つ
た
の
で
止
め
に
な
つ
た
”
其
時

調
達
ι
た
刀
創
Ｉ
今
現
に
保
存
せ
ら
れ
て
あ
る
？
太
刀
は
長
二
尺
二
寸
ゃ
規
ガ

は
長
九
寸
で
あ
る
０
安
政
四
年
五
月
十
日
生
、
大
正
七
年
十
二
月
二
日
役
、
六

十
二
歳
。
法
名
隆
基
精
道
居
±
。
共
孫
萬
爾
氏
は
領
島
に
住
す
る
。

〔
村
上
源

太
郎
氏
調
査
〕



第

四

節
　
鹿
朧
寛
司
等
の
鴨
耐
衛
隊
加
入

一　
寛
司
鴨
紳
荷
隊
に
加
入
す
　
　
大
久
保
氏
は
鹿
摘
村
の
郷
農
で
、
代
々
御
樽
木
山
守
護
を
勤
む
ろ
家
柄
で
あ
つ

た
。
克
司
縮
は
喜
源
太
の
第
二
子
で
め
る
、
幼
よ
う
學
を
好
み
、
算
数
に
長
じ
、
又
兵
書
に
讃
み
耽
つ
た
。
始
め
高
速

の
大
谷
寛
治
に

一
刀
流
の
動
術
を
、
後
同
家
中
伊
澤
民
爾
用
内

既
胸
妙
雌
凱
琳
■
肪
雌
』
ぼ
呪
「
つ
棟
核
口̈仲
が
其
家
に
食
客
た

う
し
時
、
附
近
の
青
年
ざ
共
に
、
ま
た
鋤
を
學
ん
だ
。
根
す
る
に
及
び
、
長
兄
源
戯
ざ
共
に
地
方
産
業
の
開
後
に
着
眼

し
ぃ
養
饉
の
普
及
ご
生
糸
及
箇
種
紙
の
販
賣
業
を
創
始
し
安
政
の
絡
よ
り
慶
應
の
初
年
に
至
る
、
横
濱
江
戸
の
間
を
水

往
し
、
尾
三
駿
通
信
甲
野
の
諸
國
を
旅
行
し
、
ま
た
京
阪
地
方
に
も
り
さ
。
近
江
に
永
く
止
う
た
る
こ
ご
あ
り
、
共
足

跡
、
本
州
中
部
及
近
畿
地
方
に
一週
く
、
東
奔
西
走
、
家
郷
に
在
る
こ
ど
年
に
数
十
日
を
出
で
ぎ
る
の
有
様
で
あ
つ
た
。

か
く
て
，
寛
司
は
慶
應
三
年
六
月
、
幕
府
の
本
行
小
来
上
野
介
よ
り
競
種
紙
肝
煎
役
を
、
同
十
月
に
は
生
糸
改
役
を
仰

付
け
ら
れ
，
信
越
雨
國
の
歓
業
事
務
を
管
掌
す
る
に
至
つ
た
。
此
の
如
き
間
断
な
き
旅
行
は
、
彼
を
し
て
自
ら
天
下
の

大
勢
に
通
暁
せ
し
む
る
も
の
め
う
、
鮫
に
時
勢
の
子
ご
し
て
、
功
業
心
に
燃
ゆ
る
彼
を
駆
て
、
勤
王
運
動
に
身
を
投
ず

醸
撥

鵞

撮

降

拇

ド

貯

ト

ーーー‐‐卜

一

る
に
至
ら
し
め
た
。

慶
應
四
年

一
月
、
高
松
質
村
の
官
軍
鎮
撫
ざ
稀
し
て
信
濃
に
入
ら
や
、
二
月
八
日
寛
司
は
高
島
に
至
り
、
質
村
の
従

士
高
原
に
會
し
、
之
に
従
は
ん
こ
ざ
を
中
出
で
、
蔦
木
に
至
う
。
共
所
で
番
兵
を
勤
め
て
ゐ
た
が
、
倫
勅
使
で
あ
る
こ

ど
が
わ
か
つ
た
の
で
其
地
か
ら
引
き
返
し
た
、　
さ
れ
ぎ
工
事
に
活
躍
せ
ん
ど
す
る
彼
は
雄
心
勃
々
達
し
て
禁
す
る
能
は

ず
、
途
に
意
を
決
し
、
同
年
二
月
の
始
、
京
都
に
上
う
。
月
末
鴨
紳
衛
隊
加
人
の
こ
ざ
を
決
し
，
四
月

一
日
よ
う
同
除

の
宿
所
、
鴨
沖
宮
寺

へ
引
移
つ
た
。
こ
の
鴨
紳
衛
除
ご
稀
せ
ら
る
ゝ
は
京
都
鴨
た
の
紳
官
達
に
よ
つ
て
磯
起
せ
ら
れ
た

も
の
で
、
共
目
的
ご
す
る
所
は
、
戊
辰
正
月
三
日
伏
見
鳥
物
の
戦
起
う
京
都
市
中
騒
援
の
際
、
内
侍
所
並
に
陛
下
の
非

常
立
退
所
ざ
し
て
、
義
勇
兵
を
以
て
、
加
茂
泣
境
内
を
守
衛
せ
ん
が
た
め
、
大
政
官
の
允
許
を
受
け
、
沿
ね
く
勤
王
の

士
を
募
集
し
て
編
成
せ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
神
衛
隊
の
取
締
は
泉
亭
徒
三
位
俊
彦
で
、
其
他
、
山
口
紀
伊
守
氏

達
南
大
路
三
河
守
長
願
、
林
日
向
守
康
哉
、
河
崎
和
泉
守
長
齢
、
宮
内
内
匠
信
久
等
は
除
中
の
主
要
人
物
で
あ
っ
た
。

紳
衛
隊
允
許
の
御
沙
汰
書
は
、

鴨
　
一　
祗
　
惣
　
代
　
，ｐ

別
紙
泉
亭
三
位
以
下
願
之
趣
被
　
　
聞
食
候
「
尤
精
投
之
儀

二
者
可
有
之
候
得
共
、
若
粗
暴
軽
卒
之
徒
混
同
候
様
之

儀
出
来
候
而
者
不
相
済
候
間
、

一
赴
中
申
合
違
侃
無
之
機
可
致
所
量
御
沙
汰
候
事
。

一
一　

月

追
而
、
任
撰
之
輩
追
々
御
親
兵
御
取
立
願
之
趣
是
亦
被
聞
食
候
間
、
取
調
出
末
之
上
可
中
出
候
事

寛
司

へ
の
日
達
書
は

中
編
　
李
田
學
螢
蓮
期
　
　
第
七
章
　
維
新
直
後
志
士
の
活
躍

三
六
九
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一二
七
〇

口
　
達

一
方
今
不
容
易
形
勢

二
付
、
上
徒
　
　
王
公
下
至
高
民
鶯
国
家
被
難
力
候
折
柄
、
雖
紳
職
丼
草
非
之
輩
豊
塞
敷
可
傍

競
候
哉
、
贋
ク
勘
誘
乎
誠
義
有
志
之
労
奉
服
　
　
朝
思
之
萬

一
度
奉
望
願
候
庭
。
別
紙
之
通
蒙
　
　
勅
許
候
。
然
若

各
々
不
諭
私
之
趣
意
英
身
之
奪
卑
等
振
起
　
　
皇
闘
魂
文
武
之
藝
術
。
相
闘
厚
鴛
天
下
国
家
難
力
可
有
之
候
者
也
．

慶
應
四
年
二
月
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鴨
　
紳
　
衛
　
隊
　
印

信
州
伊
那
郡
鹿
犠
村

鹿
　
塵
　
寛
　
司
　
機

不
田
門
人
帳
に
よ
る
ざ
、
寛
司
は
此
歳
二
月
十
五
日
に
、
折
柄
在
京
中
の
松
尾
ふ
な
子
の
紹
介
を
以
て
李
田
家
に
入
門

し
、
ま
た
。
品
川
鷲
二
郎
ざ
も
交
う
が
め
つ
た
ら
し
い
。
寛
司
の
紳
衛
隊
加
入
も
、
恐
ら
く
は
な
な
子
の
懲
意
に
よ
る

も
の
で
は
な
か
ら
う
か
。

二
　
印
鑑
の
配
布
と
入
隊
の
勘
誘
　
　
田
合
育
ち
で
は
め
る
が
「
六
尺
近
き
偉
大
の
躯
幹
を
有
す
る
寛
．司
は
鋤
法
に

も
通
じ
て
ゐ
た
か
ら
、
棘
衛
隊
に
於
け
る
寛
司
は
、
忽
ち
抜
擢
せ
ら
れ
て
、
目
附
役
ご
な
り
、
績
い
て
印
鑑
渡
し
方
を

策
ぬ
る
こ
Ｓ
ヽ
な
つ
た
。
こ
の

「
印
鑑
渡
し
方
」
の
任
務
ざ
い
ふ
の
は
、
紳
衛
隊
の
加
入
者
及
び
宿
々
の
問
屋
に
太
政

官
の
認
め
た
る
除
の
印
鑑
を
変
附
す
る
こ
ご
で
あ
つ
た
。
そ
こ
で
寛
司
は
間
四
月
十
三
日
京
都
を
磯
し
て
中
山
道
を
進

ん
だ
。
沿
道
宿
々
の
間
屋
に
封
し
て
は
、
日
達
書
に

「
瞥
陳
人
敷
往
家
の
御
、
粗
暴
之
儀
有
之
候
而
者
不
相
済
候
。
依

之
印
鑑
相
達
置
候
．
自
然
病
氣
足
痛
等
に
て
宿
鴛
止
宿
等
申
出
候
湖
、
印
鑑
引
合
篤
卜
相
凡
候
上

二
而
相
應
之
賃
餞
諸

取
無
相
違
肝
煎
可
給
候
．
以
上
。
東
山
邁
大
津
騨
ョ
リ
信
州
伊
奈
郡
鹿
願
村
蓬
宿
々
問
屋
役
人
中
」
ご
め
る
迪
り
，
紳

Ш 爾盟

一
一
一
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ヽ

衛
隊
加
入
者
の
旅
行
に
優
宜
を
典
ふ
べ
き
こ
選
を
依
頼
じ
。
そ
の
契
券
ご
し
て
公
認
の
印
鑑
を
各
宿
々
―
―
例
へ
ば
草

津
・番
場
‘闘
ケ
原
。御
嵩
。落
合
・山
本
・飯
田
―
―
の
問
屋
に
渡
す
こ
ど
で
あ
つ
た
。寛
司
は
大
津
草
津
よ
り
、
中
山
種
を
落

鴨
紳
衛
隊
印
鑑
　
　
　
　
　
　
　
　
　
飯
島

番
荻
萬
爾
氏
議

　

　

合

に
至
う
、

脇

街
道

に
入
う
、
山
本
・大
瀬
本

を
経

て
飯

田
に
至
う
、
そ
れ
よ
う
伊
郡
街
道
・甲
州
街
道
に
よ
り
、

高
速
。甲
府
を
経
て
横
演
に
至
り
、
江
戸
に
出
で
、
板
橋

よ
♭
中
山
道
を
瓶
過
し
、
和
田
峠
を
越
え
て
諏
訪
に
至

つ
た
。
寛
司
は
以
上
浩
道
の
各
宿
々
間
屋
に
印
鑑
を
配

布
し
で
、
其
任
務
を
全
う
ｔ
た
る
後
、
六
月
十
九
日
一

旦
鹿
壼
に
飾
郷
じ
数
日
滞
留
、
七
月
の
初
め
紳
衛
際
に

鴨
紳
衛
除
袖
印
　
　
　
　
　
　
鹿
螢
　
大
久
保
靖
太
郎
氏
蔵

印
艦
の
大
き
、力

一
寸
七
分
五
厘

鯖
避
し
た
。

寛
司
は
蹄
郷
中
。
近
郷
の
志
士
に
説
く
に

「脚
衛
隊
の

一
分
隊
重
し
て
、
ま
た
禁
裏
御
緯
木
山
守
衛
の
篤
、
伊
那

地
方
に
て
、　
一
隊
を
組
織
の
上
練
兵
し
、
ゆ
ぐ
ノ
ヽ
は
天

皇
の
親
兵
若
く
は
衛
士
ご
し
て
採
用
せ
ら
る
ゝ
の
光
榮
を

有
す
る
も
の
で
め
る
ピ
こ
の
趣
旨
を
以
て
し
た
。
僻
地
の

農
民
も
紳
衛
隊
に
加
入
す
れ
ば
，
覧
司
の
如
く
不
田
門
人

ご
も
な
り
得
ら
れ
、
武
士
に
も
な
ら
れ
る
さ
い
ふ
期
待
が

中
編
　
不
田
攣
螢
蓮
期
　
　
第
七
章
　
維
新
直
後
志
士
の
活
躍

布
製
、
長
九
寸
四
分
、
幅
四
寸
六
分

二
七

一

書

緒
除

′
携
脇
象
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】二
七
二

あ
つ
た
わ
け
で
め
る
か
ら
．
六
月
末
に
至
り
、
兄
源
蔵
を
始
め
ご
し
，
鹿
堕
開
之
進
。諏
訪
孝
之
輔
。宮
下
佐
喜
太
郎
。古

島
桂
五
郎
一町
漿
欄
響
利
鮨
町
糠
桜
扇
贈
齢
紗
高
卜
敵
潮
等
の
入
隊
申
込
が
あ
つ
た
。
併
し
、
こ
に
ら
の
人
々
は
直
に
上
洛
じ

た
の
で
は
な
い
。
先
づ
名
簿
を
致
し
て
入
隊
の
認
許
を
得
、
穣
古
場
を
鹿
鸞
村
源
蔵
の
宅
に
設
け
，
各
々
そ
の
業
務
の

徐
暇
を
以
て
、
被
官
。
家
木
を
始
め
、
獄
業
に
て
砲
術
手
練
の
者
ぎ
も
を
召
集
し
て
銃
隊
の
練
兵
を
行
ひ
、
京
都
危
急

の
場
合
に
は
、
金
を
待
た
す
直
に
職
し
て
守
衛
の
任
に
服
す
べ
き
手
筈
で
あ
つ
た
。

同
じ
年
十
月
寛
司
は
再
び
縮
郷
し
て
、
夏
に
同
志
を
励
誘
す
る
所
あ
り
。
此
時
北
澤
慶
司
・荒
井
太
郎
。高
田
佐
次
郎
‘

原
條
七
等
ま
た
入
陳
を
申
出
で
た
。
前
回
に
入
除
し
た
る‐
香
坂
家
の
対
き
は
太
刀
短
刀
を
新
調
し
、
命
令

一
下
直
に
出

職
し
縄
べ
き
や
う
準
備
を
整

へ
て
居
た
ざ
の
こ
ご
で
あ
る
。
寛
司
は
此
際
加
入
者
の
発
部
に
、
夫
れ
／
ヽ
印
鑑
ご
袖
印

さ
を
変
付
し
た
蹄
顔
購

一
方
に
於
て
、
紳
衛
隊
の
取
締
泉
事
三
位
ご
山
口
河
内
守
か
ら
は
飯
田
藩
及
千
村
不
右
衛
門
役
所
に
、
公
文
を
以
て

源
蔵
以
下
六
名
が
紳
衛
隊
に
加
入
し
た
こ
こ
、
練
兵
修
行
及
び
縣
内
有
事
の
日
に
は
微
職
防
備
に
瞥
ら
し
む
べ
き
こ
Ｅ

に
つ
浄
承
諾
を
求
め
て
来
た
．
飯
田
藩
で
は
伊
谷
順
之
助
・不
松
義
雄
。安
奮
清
彦
の
連
名
を
以
て
、
千
村
役
所
で
は
市
岡

（マ
ヽ
）

鎌

一
郎
・湯
漢
儀
兵
衛
‘深
尾
官
兵
衛
の
運
名
を
以
て
右
承
諾
の
旨
を
答

へ
て
あ
る
。
し
力，
し
飯
田
藩
で
は

「
縣
内
に
於
て

兵
隊
組
立
．
右
に
役
使
方
之
機
。」
は
大
政
官
の
御
布
告
に
抵
爛
す
る
こ
ご
に
な
る
か
ら

「
勘
排
成
り
難
ク
」
重
回
答
し

て
の
る
情
酔
計
月

寛
司
は
東
面
に
奔
走
し
て
同
志
の
糾
合
に
つ
ざ
め
、
京
都
の
紳
衛
隊
か
ら
も
下
田
五
位
難
及
松
田
某
の
二
人
が
鹿
壼

に
家
て
，同
志
の
情
勢
を
脱
察
す
る
こ
い
ふ
有
機
で
あ
つ
た
か
ら
、
鹿
願
及
大
革
に
散
在
せ
る
紳
衛
隊
の
面
々
は
何
れ
も

勇
み
立
つ
て
め
た
。
ま
た
、
寛
司
に
封
し
て
は
，
十
月
十
七
日
四
ツ
時
、
飯
田
久
々
利
役
所
に
於
て
も
出
役
深
尾
富
兵

衛
・湯
満
儀
兵
衛
。今
村
久
助
・自
澤
太
八
を
始
め
，
足
軽
全
部
列
席
に
て
、
特
に
左
の
如
き
賞
興
が
あ
つ
た
。

鹿
　
　
壼
　
　
覧
　
　
司

英
方
犠
先
般
上
京
紳
衛
隊

二
組
入
相
成
、
業
上
日
付
役
相
勤
候
段
．
登
李
日
心
得
方
宜
敷
故
之
犠
ご
深
令
戚
颯
候
．

例
之
御
紋
付
御
盃
被
下
之
候

辰
十
月
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．．

飯

田

御

役

所

印

御
　
回
　
達

鹿
璽
覧
司
其
方
兄
弟
年
末
饉
種
生
糸
取
締
役
相
勘
候
振
合
、
飼
場
村
々
わ
氣
を
付
上
フ
舞
シ
下
フ
助
ケ
国
産
フ
豊
ス

志
猫
亦
御
時
節
フ
辮
わ
、
早
春
″
上
京
致
シ
紳
衛
隊
二
被
組
入
勤
　
　
王
ノ
誠
儀
二
依
テ
ロ
付
役
相
勤
候
儀
、
李
日

兄
弟
共

二
心
掛
宜
敷
キ
上
之
義
ご
威
颯
仕
、
依
之
料
紙
御
紋
付
御
盃
被
下
候
。
別
段
威
状
を
下
ス
可
戴
、
先
以
目
出

度
′
ヽ
此
後
勤
　
　
王
難
力
可
仕
。
散
財
茂
不
厭
兄
弟
共
拠

一
命
フ
勘
　
　
王
心
妙
ノ
ヽ
こ
之
御
日
達
、
何
共
言
語

筆
紙

二
憐
難
難
、
家
名
之
癬
此
身
之
冥
加
長
ク
子
孫
之
若
共
も
誠
犠
勤
　
　
王
可
鑑
、
傷
而
書
残
候
．
以
上
。

光
時
満
司
の
頂
戴
物
は
御
威
状

一
通
、
料
紙

一
東
、
箱
入
御
盃
で
め
つ
た
。
寛
司
は
十

一
月
十
六
日
京
都
に
絆
隊
し
た

宮
一　
鴨
紳
衛
稼
の
解
散
　
　
然
る
に
、
奥
笏
山
館
鎮
定
し
．
天
下
は
全
く
不
静
に
掃
し
、
御
避
難
所
ざ
し
て
鴨
虚
を

警
護
す
る
目
的
で
め
つ
た
紳
衛
隊
の
必
要
は
全
然
無
用
こ
な
つ
た
か
ら
、
十

一
月
、
紳
衛
隊
解
散
の
命
令
が
螢
ぜ
ら
れ

た
。
そ
の
達
文
は
、
　
　
　
．

紳
　
　
　
衛
　
　
　
隊

中
欝
　
季
田
緊
密
選
期
　
　
第
七
章
　
離
新
蔵
薩
志
士
の
管
櫂

三
七
〓



伊

那

軍

王

思

想

史̈
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一二
七
四

早
春
以
外
久
々
滞
在
　
　
王
率
勤
勢
之
段
志
情
耐
妙
之
至
二
候
先
々
内
國
鎮
静

二
付
夫
々
復
蹄
申
附
候
間
此
旨
可
相

心
得
候
事
辰
十

一
月
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
排
　
事
　
御
　
役
　
所

右
之
通
被
仰
渡
候
事

さ

い
ふ

の
で
あ

つ
た
。

解
散
に
嘗
り
、
軍
務
官
よ
う
は
御
褒
金
ざ
し
て
除
長
宮
本
某

へ
五
百
金
。
隊
中
勤
王
之
輩

へ
金
千
雨
を
変
附
せ
ら
れ

た
。
右
褒
金
は
金
穀
方
取
締
役
の
片
岡
竿
右
衛
門
達
目
付
金
穀
係
鹿
駆
寛
司
雨
人
の
手
で
、
勤
勢
に
應
じ
、
陳
中

一
同

へ
割
渡
さ
れ
た
。
片
岡
竿
右
衛
門
外
四
人
は
三
十
雨
づ
ゝ
、
鹿
塵
寛
司
外
四
人
は
二
十
五
雨
づ
ゝ
、
以
下
二
十
雨
、
十

五
雨
、
十
雨
、
五
雨
、
千
疋
、
五
百
疋
、
三
百
疋
、
二
百
疋
、
百
疋
等
で
、
組
人
員
は
百
十

一
人
で
あ
っ
た
。
源
激
は

千
疋
の
仲
間
で
あ
つ
た
。

勤
王
の
爵
め
に
勇
み
立
つ
て
ゐ
た
信
濃
の
志
士
等
は
切
角
の
期
待
を
裏
切
ら
れ
て
し
ま
つ
た
わ
け
で
め
る
。
そ
こ
で

紳
衛
隊
で
は
、
蜜
年
三
月
解
散
逹
文
に
添
へ
て
、
次
の
如
ぎ
口
述
書
を
途
っ
て
水
た
。
こ
れ
は
解
散
ご
聞
い
て
在
郷
加

入
者
が
軽
奉
暴
動
に
出
づ
る
こ
ざ
め
ら
ん
こ
ご
を
慮
う
、
之
を
慰
撫
す
る
翁
に
磯
せ
ら
れ
た
、
こ
考

へ
ら
れ
る
。

王
政
復
古
之
御
機
會

二
付
、
同
志
之
輩
拠
身
命
何
國
迄
モ
可
縦
勤
　
　
王
此
場
合
ノ
相
漏
候
而
者
、
生
前
之
恥
辱
興

必
死
フ
極
紳
前

二
誓
フ
ナ
シ
堅
盟
義
フ
相
立
候
犠

二
候
得
共
、
今
般
　
　
仰
渡
候
御
次
第
、
先
々
内
國
鎮
静

二
付
夫

々
復
籍
被
申
付
候
上
者
、
速

二
可
本
斉
承
儀
典
存
候
。
彼
是
欝
陶
ケ
間
敷
中
立
候
而
者
、
我
意

二
募

二
相
常
早
春
以

来
苦
心
茂
塞
敷
相
成
而
巳
恐
多
次
第

二
可
有
之
、
唯
速

二
致
師
国
家
職
専
ラ
可
被
相
勤
然

ハ
恐
多
本
安
　
　
天
朝
之

一
義

ニ
モ
可
相
成
欺
。
然
而
萬

一
大
事
興
相
聞
候
者
．
早
馳
集
ソ
急
度
穎
賞
効
可
被
抽
忠
戦
、
爾
水
方
向
フ
誤
り
腕

走
等
之
心
得
違
無
之
様
致
度
存
候
事
。

巳
三
月

鴨

紳

衛

除

取
　
締
泉
亭
徒
三
位
　
　
俊

彦
　
花
押

鹿

壼

源

蔵

殿

同

　

　

寛
　
司
　
殿

同
　
　
　
開
之
進
　
殿
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
‘了

諏

訪

孝

之

輔

殿

宮
下
　
佐
喜
太
郎
　
殿

古

島

桂

五

郎

殿

．番

坂

種

吉

殿

原
　
　
　
條
　
七
　
殿

上
掲
紳
術
隙
解
散
の
達
文
及
泉
事
三
位
よ
う
の
日
述
書
の
次
に
は
、
鴨
紳
衛
隊
の
山
水
を
述
べ
た
る

一
文
め
う
。
最

後
に
誓
書
が
附
加
せ
ら
れ
て
あ
る
。
そ
れ
は

「
右
御
褒
書
井

二
口
述
之
本
紙
者
源
敷
殿
に
御
預
中
量
候

二
付
、
前
書
之

篤
銘
々
請
取
世
爾
家
鴛
勤
王
同
志
盟
約
依
而
如
件
。
巳
六
月
。
鹿
臓
寛
司
、
同
開
之
進
、
諏
訪
孝
之
輔
、
宮
下
佐
喜
太

郎
、
古
島
桂
五
郎
、
番
坂
種
吉
、
原
條
七
（以
上
連
署
）。
鹿
堕
源
蔵
殿
ピ

ざ
め
う
。
以
上
の
選
文
、
日
達
書
、
紳
衛
隊
由

中

編

　

千

田

堅

撥

こ

胡

　

　

窮

七

軍

　

維

訴

工

た

ま

し

≫

，

燿
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家
記
，
警
書
の
本
書
は
大
久
保
源
織
方
に
保
存
せ
ら
れ
、
同
志
は
銘
々

一
通
を
篤
じ
ざ
ｂ
磐
物
仕
立
ミ
な
し
、
鄭
重
に

保
存
す
る
こ
ざ
ゝ
し
以
て
、
藩
家
の
勤
王
を
誓
約
し
た
。
此
の
如
く
に
し
て
、
寛
司
を
中
心
ざ
し
た
る
鴨
紳
衛
隊
事
件

は
落
着
し
た
。

購

（し
　
大
久
保
家
蔵
、
鹿
難
冤
剤
日
艶
五
冊
、
紳
衛
除
朧
係
文
書
十
五
通
、
運
文
口
蓮
書
の
籍
物
、

「
神
衛
除
中
勤
勢
二
態
ン
御
褒
金
千
両
テ
以

配
等
割
渡
ン
帳
。
前
澤
淵
月
氏
、

「
大
久
保
源
畿
、
同
充
司
に
闘
す
る
闇
書
」。　
森
識
・村
上
源
太
鄭
瀬
氏
報
告
に
よ
る
。

全
）

寛
司
の
晩
年
せ
源
蔵
ぜ
に
つ
や
く
は
冊
録
、
人
物
略
志
参
照
の
こ
さ
。

第

五

節
　
東
山
、奥
筋
、曲
館
各
方
面
に
従
軍
の
志
士

一　
松
尾
三
造
東
山
道
軍
に
従
ふ
　
　
明
治
元
年
二
月
、
農
喜
追
討
の
読
令

一
下
し
、
諸
軍
は
東
海
、
東
山
、
北
陸

の
三
道
よ
う
進
ん
だ
。
東
山
道
軍
の
絶
督
岩
倉
具
定
は
大
垣
兵
を
先
鋒
ざ
し
、
薩
長
因
諸
藩
の
兵
は
英
後
に
従
つ
た
。

軍
が
美
濃
中
津
川
に
至
つ
た
時
仁
田
廿

伊
那
及
中
津
川
の
不
田
門
人
に
し
て
軍
務
に
従
つ
た
も
の
が
多
か
っ
た
。
而
じ

て
こ
れ
ら
は
何
に
も
常
時
京
都
に
在
う
し
松
昆
ふ
り
子
縁
故
の
人
々
で
あ
つ
た
。
即
ち
中
津
川
の
人
市
岡
般
政
。肥
田
九

郎
兵
衛
。間
秀
矩
等
何
れ
も
「
宿
々
人
馬
織
立
取
締
役
」
を
仰
せ
付
け
ら
れ
、
大
塚
嘉
右
衛
円
指
揮
の
下
に
勤
仕
し
た
。

な
な
子
の
末
男
三
造
議
は
北
原
相
雄
こ
共
に
、
中
津
川
ょ
ぅ
徒
軍
進
螢
し
た
。
二
月
朔
日
、
稲
雄
は
諏
訪
宿
よ
う
辞
し

て
飾
郷
し
た
が
、
三
造
は
従
軍
を
っ
ゞ
け
、
十
三
日
板
橋
騒
に
到
着
し
た
、
十
五
日
よ
り
は
同
所
滞
陣
中
兵
糧
方
を
命

せ
ら
れ
て
、
兵
糧
米
の
護
術
に
任
じ
た
。
四
月
十
五
日
江
戸
城
は
明
渡
し
こ
な
つ
た
が
、
彰
義
隊
の
残
藤
は
育
組
野
の

間
に
逃
れ
た
る
を
以
て
，
三
造
は
具
定
の
迫
討
軍
に
従
ひ
て
間
四
月
三
日
忍
城
に
入
り
、
九
日
館
林
城
に
入
り
、
二
十

日
今
市
宿
に
入
り
、
土
州
藩
陳
長
板
垣
退
助
に
會
し
て
戦
況
を
聞
き
，
金
三
百
四
十
両
を
戦
死
十
人
、
負
傷
若
二
十
四

人
に
手
瞥
ざ
し
て
給
興
し
、
二
十

一
日
日
光
山
に
入
り
、
彦
根
藩
の
負
傷
者

へ
金
七
十
両
、
土
藩

へ
袖
印
四
百
五
枚
を

渡
し
た
。
此
日
今
市
大
澤
雨
宿
間
に
戦
め
り
、
此
時
も
三
造
は
各
藩
兵
の
死
傷
者
に
手
瞥
金
を
配
布
し
た
。
三
造
は
こ

れ
ら
の
箪
務
を
果
し
た
る
後
、
日
光
廟
に
参
奔
し
、
二
十
九
日
江
戸
因
幡
邸
に
締
着
し
た
。
三
造
徒
軍

一
百
七
十
餘
日

に
し
て
館
郷
の
途
に
就
い
た
。

鑑
　
松
尾
三
造
、
中
山
道
鎮
撫
ｎ
寵
、
に
敏
る
。

一
一　
松
尾
誠
北
原
信
允
の
奥
蒻
従
軍
　
　
是
よ
う
先
、
松
不
容
保
會
津
に
走
う
て
若
松
城
に
檬
り
、
奥
笏
諸
藩
割
擦

の
形
勢
を
現
出
し
た
。
二
月
二
日
鎮
撫
組
督
九
條
道
孝
、
副
線
督
澤
欝
量
は
命
を
受
け
て
京
都
を
出
か
け
た
。

此
際
ふ
な
子
の
長
男
誠
は
件
野
庄
司
じ
稀
し
、
北
原
稲
雄
の
長
男
信
綱
は
東
五
郎
信
允
ご
稀
し
，
澤
卿
に
随
徒
す
る

こ
Ｅ
ゝ
な
り
、
荘
司
は
補
翼
扶
事
を
、
信
允
は
御
馬
側
御
印
持
を
命
せ
ら
れ
た
。
十

一
日
大
阪
を
磯
し
、
十
八
日
松
島

に
上
陸
し
た
。
九
條
卿
は
會
津
に
向
つ
た
が
、
澤
卿
は
出
笏
に
赴
く
こ
こ
ゝ
な
つ
た
の
で
荘
司
信
允
等
は
之
に
従
つ
た

澤
軍
は
四
月
十
七
日
、
山
形
城
に
入
り
夏
に
新
庄
に
韓
じ
た
。
此
時
に
営
う
奥
効
諸
藩
は
線
督
の
庭
置
に
対
し
て
不
午

を
抱
き
、
相
連
合
し
て
官
軍
に
反
抗
し
九
條
総
督
を
仙
盤
に
拘
禁
す
る
さ
い
ふ
不
稔
の
形
勢
を
持
績
し
た
る
が
故
に
、

澤
軍
は
全
く
孤
立
の
状
態
ど
な
つ
た
の
で
、
五
月
九
日
久
保
田
蹴
藩
に
勁
着
し
藩
〓
に
読
く
所
が
あ
つ
た
が
、
藩
論
未

だ
定
ま
ら
な
か
つ
た
た
め
、
澤
軍
は
此
地
に
も
止
よ
る
こ
ご
能
は
ず
、
夏
に
鱒
じ
て
籠
代
川
を
渡
り
大
館
に
陣
を
留
め

た
。是

よ
り
先
、
大
緯
督
府
よ
う
の
援
軍
斃
穀
小
倉
松
島
に
上
陸
し
、

中
編
　
李
田
攣
鸞
達
期
　
　
第
七
輩
　
維
新
直
後
志
士
の
活
躍

仙
難
藩
を
胎
き
九
條
線
督
を
奪
取
し
て
盛
岡
に
進
壁

三
七
七


